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働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

ＪＲ連合の政策・組織課題への認識の共有化を求め、
解決に向けての所信を述べる松岡会長

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
課
題
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

今
後
の
方
向
性
を
述
べ
る
伴
野

議
員

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
２
０

１
６
年
度
の
労
働
協
約

改
訂
交
渉
に
む
け
て
、

7
月
28
日
に
開
催
さ
れ

た
第
１
回
賃
金
対
策
委

員
会
お
よ
び
8
月
23
日

の
男
女
平
等
参
画
推
進

委
員
会
な
ど
で
取
り
組

み
の
意
思
統
一
を
図
り

Ｊ
Ｒ
各
単
組
は
要
求
実

現
に
む
け
て
交
渉
を
行
っ

て
き
た
。

　

要
求
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
は
、「
中
期
労
働
政
策

ビ
ジ
ョ
ン（
２
０
１
４
〜

２
０
１
８
）」を
も
と
に
、

各
単
組
の
抱
え
る
課
題
を
踏
ま

え
、①
労
働
時
間
短
縮
に
む
け

た
取
り
組
み
、
②
労
働
時
間
管

理
の
適
正
化
、
③
均
等
待
遇
の

実
現
、④
高
年
齢
層
の
諸
労
働

条
件
の
改
善
と
定
年
退
職
年
齢

以
降
の
雇
用
制
度
な
ど
の
さ
ら

な
る
充
実
、
の
4
点
の
実
現
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
労
働
協
約
改

訂
交
渉
に
お
い
て
は
、
併
せ
て

女
性
活
躍
推
進
の
観
点
や
育
児

介
護
休
業
法
改
正
の
観
点
な
ど

を
交
渉
に
反
映
す
る
よ
う
に
取

り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
４

単
組
は
、
厳
し
い
交
渉
を
経
て
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
実
現

に
む
け
た
多
く
の
成
果
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

当
面
す
る
政
策
課
題
と
し
て

は
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
と

一
連
の
台
風
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
被
災
状
況
と
今
後
の
対
応
、

来
年
3
月
末
で
期
限
切
れ
と
な

る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・

Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
す
る
税
制
特
例

措
置
に
む
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
対
応
を
協
議
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
と
整
備
新
幹
線
の
整
備
加

速
の
財
政
投
融
資
に
つ
い
て
は
、

「
未
来
へ
の
投
資
を
実
現
す
る

経
済
対
策
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

現
下
の
低
金
利
状
況
を
活
か
し

て
財
投
債
を
原
資
と
す
る
財
政

投
融
資
の
手
法
を
積
極
的
に
活

用
・
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
大
阪
ま

で
の
全
線
開
業
を
最
大
８
年
間

前
倒
し
、
整
備
新
幹
線
の
整
備

を
加
速
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て

い
る
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は

国
土
強
靭
化
、
災
害
時
の
バ
イ

パ
ス
機
能
、
早
期
開
業
に
よ
る

三
大
都
市
圏
の
一
本
化
な
ど
の

観
点
か
ら
計
画
推
進
の
意
義
や

必
要
性
は
大
き
い
。
ま
た
組
合

員
の
雇
用
確
保
や
創
出
、
労
働

（
議
員
懇
・
副
会
長
）
か
ら
は
、

「
平
成
23
年
に
、
民
主
党
政
権

下
で
当
時
の
大
畠
国
交
相
に
よ
っ

て
建
設
主
体
を
Ｊ
Ｒ
東
海
に
指

定
し
工
事
着
工
認
可
を
行
っ
た

経
緯
が
あ
る
。
今
臨
時
国
会
に

お
い
て
、
野
党
と
し
て
政
府
が

示
す
経
済
政
策
を
含
む
補
正
予

算
に
対
し
て
す
べ
て
賛
成
と
い

う
姿
勢
に
は
な
ら
な
い
が
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
整
備
新
幹

線
の
計
画
推
進
を
反
対
す
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。一
方
で
、
財
政
投
融
資
に

よ
っ
て
国
鉄
時
代
へ
逆
行
す
る

よ
う
な
過
度
な
政
治
介
入
な
ど

に
よ
る
経
営
の
自
主
性
を
損
な

う
こ
と
が
な
い
よ
う
し
っ
か
り

と
歯
止
め
を
か
け
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
議
員
懇
談
会

や
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
所
属
議
員
と

連
携
し
、
当
面
す
る
政
策
課
題

に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
議
員

な
ど
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求

め
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
交
運
労
協
鉄

軌
道
部
会
の
一
員
と
し
て
、
9

月
20
日
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局

と
の
政
策
制
度
要
求
交
渉
を
行
っ

た
。
政
所
政
策
・
調
査
部
長
は
、

鉄
道
防
災
事
業
費
補
助
お
よ
び

鉄
道
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
の

措
置
額
の
考
え
方
、
Ｊ
Ｒ
九
州
・

豊
肥
線
復
旧
に
向
け
た
現
状
、

北
海
道
被
災
区
の
復
旧
に
向
け

た
考
え
方
つ
い
て
理
解
を
求
め

た
。

　

ま
た
、
９
月
13
日
に
は
交
運

労
協
バ
ス
部
会
の
一
員
と
し
て

自
動
車
局
と
の
交
渉
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
を

担
当
す
る
中
山
政
治
部
長
か
ら

は
、２
０
１
７
年
度
自
動
車
局

の
予
算
概
算
要
求
額
は
前
年
度

と
比
べ
て
減
額
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
軽
井
沢
ス
キ
ー

バ
ス
事
故
に
対
す
る
事
故
再
発

防
止
に
お
け
る
監
査
体
制
の
強

化
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
監
査

要
員
の
増
員
計
画
や
目
標
と
す

る
監
査
実
施
件
数
な
ど
の
提
示

を
求
め
た
。
ま
た
、
現
在
、
高

速
バ
ス
料
金
設
定
に
つ
い
て
も

過
当
競
争
が
起
き
て
い
る
こ
と

も
指
摘
し
、
国
土
交
通
省
と
し

て
料
金
実
態
の
現
状
把
握
を
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

同
21
日
の
道
路
局
と
の
交
渉

で
は
、
同
じ
く
中
山
部
長
か
ら
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
活
用
に
よ
っ

て
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
休
憩
な

ど
を
目
的
に
道
の
駅
な
ど
利
用

の
た
め
に
高
速
道
路
一
時
退
出

を
可
能
（
一
時
退
出
し
た
場
合

で
も
高
速
を
降
り
ず
に
利
用
し

た
料
金
の
ま
ま
）
と
す
る
社
会

実
験
と
本
格
導
入
に
つ
い
て
は
、

高
速
バ
ス
運
行
事
業
者
に
と
っ

て
も
有
益
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

高
速
道
路
外
の
高
速
バ
ス
停
留

所
へ
の
立
寄
り
が
可
能
と
な
れ

ば
地
域
の
一
般
路
線
バ
ス
な
ど

の
地
域
公
共
交
通
と
の
結
節
点

に
も
な
る
こ
と
や
、
道
の
駅
利

用
の
促
進
な
ど
地
方
創
生
へ
の

寄
与
に
も
繋
が
る
効
果
が
あ
る

の
で
、
ト
ラ
ッ
ク
だ
け
で
な
く

高
速
バ
ス
の
観
点
も
持
っ
て
取

り
組
む
こ
と
を
求
め
た
。

Ａ　

使
用
者
は
、
労
働
者
の
労
働
時
間 

　

を
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
等
の
客
観
的

　

資
料
に
よ
り
把
握
し
管
理
す
べ
き
、

　

と
す
る
行
政
通
達
が
あ
り
ま
す
が
、

　

当
該
通
達
は
自
主
申
告
に
よ
る
労
働

　

時
間
把
握
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
自
主
申
告
に

　

よ
る
場
合
は
、
適
正
な
申
告
が
行
わ

　

れ
て
い
る
か
を
使
用
者
が
確
認
す
る

　

必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
　

２
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
労
働

　

時
間
に
関
す
る
記
録
文
書
を
開
示
し

　

な
い
こ
と
に
つ
い
て
損
害
賠
償
責
任

　

を
肯
定
す
る
裁
判
例
が
あ
り
ま
す
。

　
　

４
に
つ
い
て
は
、
判
例
で
は
「
業

　

務
の
性
質
、
内
容
や
そ
の
遂
行
態
様
、

　

状
況
」
等
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
こ

　

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

よ
っ
て
、
解
答
は
１
と
３
に
な
り

　

ま
す
。

（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
問
題
集
２
０
１
６
年
版

﹇
中
級
問
題
・
労
働
時
間
、
休
日
、
年
次
有
給

休
暇
﹈
よ
り
出
題
）

知って活かそうワークルール38

１　労働者が何時間働いたかを把握することは重要であるが、
　労基法には労働時間の把握方法についてなんらの規制もない
　ので、自主申告制で労働時間を把握したとしても違法ではない。
２　使用者が把握した労働時間に関する記録については、労働
　者から資料の開示を求められても、これに応じる必要はなく、
　不開示について法的責任を問われることはない。
３　労働時間は、事業場を異にする場合においても通算して計
　算されるため、たとえＡ社で７時間働き、Ｂ社で４時間アル
　バイトとして就労する場合、労働時間は11時間と算定され、
　後に契約を締結したＢ社のほうが時間外労働の割増賃金を支
　給することになるというのが行政解釈である。
４　近時は、携帯電話などの通信機器が発達・普及しており、
　事業場外のみなし制度の要件である「労働時間を算出し難い」
　場合は発生しにくいため、判例でも業務の性質や内容、その
　遂行態様などを考慮するまでもなく、事業場外労働制度の適
　用は否定されている。　　　　　　　　　　   【正答率29％】

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
９
月
27
日
、
第
63
回
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談

会
を
開
催
し
た
。

　

議
員
懇
か
ら
は
髙
木
義
明
議
員
（
議
員
懇
・
会
長
）
を
は
じ
め

６
人
の
議
員
と
そ
の
秘
書
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組
代

表
者
ら
が
出
席
の
も
と
、当
面
す
る
政
策
課
題
と
し
て
、
災
害
対
策
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
へ
の
税
制
特
例
延
長
を
求

め
る
取
り
組
み
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
整
備
新
幹
線
の
建
設
加

速
の
た
め
の
財
政
投
融
資
、
な
ど
の
課
題
認
識
を
共
有
化
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
課
題
解
決
に
向
け
た
対
応
を
確
認
し
合
っ
た
。

働
く
者
の
労
働
条
件
・
労
働
環
境
と

               

経
営
の
自
主
性
の
確
保
を
求
め
る

【ＪＲ東海ユニオン】
◇協約等の改訂に関する事項
・介護、育児に関する取扱いの変更
・半日単位の年休の請求手続きの変更
・専任社員の社会保険料等負担の軽減
・妊娠、出産、育児・介護休職等の取得等に関する
　ハラスメントへの対応
・基本協約等の別表及び条文の改訂
◇制度等の改正に関する事項
・再任用制度の新設
・制服等の見直し
【ＪＲ西労組】
◇働き方改革に関する項目
・フレックスタイム制導入箇所の拡大
・テレワーク（在宅勤務）制度導入に向けた試行
・育児・介護休職経験者への永年勤続者表彰のあり
　方の見直し
・再就職支援制度の見直し
・介護休職・看護休職等の取扱いの一部改正
◇ＥＳ・健康に関する項目
・第三者加害への対応の拡充
・特殊健康診断・医学適性検査を定期健康診断と併
　せて受診又は受検する場合の勤務等の取扱い変更
・高機能寝具（エアウィーブ）の導入箇所拡大
・メンタルヘルス教育の充実
【ＪＲ四国労組】
・不妊治療（人工授精、体外受精及び顕微授精）に
　よる無給休暇付与
・技能手当について、職務手当支払基準の見直し
・準組合員（契約社員）の購入券交付枚数の見直し
・新規採用された準組合員（契約社員）の寮入居条
　件の見直し
【ＪＲ九州労組】
◇勤務・賃金等の一部改正
・看護休暇の使用単位の見直し
・介護休職の分割取得、介護休暇Ａの取得期間の延
　長、介護休暇Ｂの使用単位の見直し
・要介護家族を介護する者の所定時間外労働等の免
　除と始終業時刻の変更
・日直・宿直手当の増額
・パートナー社員に対する緊急呼出手当、出産祝金
◇パートナー社員の雇用制度等の見直し

Ｊ
Ｒ
各
単
組  

労
働
協
約
改
訂

  

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
実
現
に
む
け
て
前
進

交運労協　国土交通省政策・制度要求交渉

鉄道・バスの各担当が国交省に
           ＪＲ連合の主張を訴える

Ｑ　労働時間について、正しいものをすべて選びなさい。

条
件
改
善
等

に
資
す
る
と

考
え
る
。
し

か
し
な
が
ら
、

働
く
者
の
労

働
条
件
・
労

働
環
境
の
確

保
が
大
前
提

で
あ
り
、
施

行
能
力
を
度

外
視
し
た
事

業
推
進
は
認

め
ら
れ
な
い
。

伴
野
豊
議
員

第63回ＪＲ連合国会議員懇談会

税制改正とリニア・整備新幹線に
                    関わる課題を協議

第63回ＪＲ連合国会議員懇談会

税制改正とリニア・整備新幹線に
                    関わる課題を協議
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みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 529号（２）

九
州
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

  

熊
本
地
方
本
部
（
熊
本
県
熊
本
市
）

組合事務所
めぐり
41

合
員
の
皆
様
か
ら
、
多
大
な
る
励
ま
し

と
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
復
興

に
む
け
「
が
ん
ば
ろ
う
熊
本
」
を
合
言

葉
に
県
民
一
丸
と
な
っ
て
、
が
ま
だ
し

て
い
ま
す
（
熊
本
弁
で
「
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
」
の
意
）
。

　

「
九
州
横
断
特
急
」
は
地
震
の
た
め

一
部
運
休
し
て
い
ま
す
が
、
九
州
新
幹

線
や
熊
本
駅
を
発
着
す
る
快
速
「
Ｓ
Ｌ

人
吉
」
や
特
急
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」

は
元
気
に
運
転
し
て
い
ま
す
。
来
年
か

ら
は
新
た
な
観
光
列
車
「
か
わ
せ
み
・

や
ま
せ
み
」
の
運
行
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
く
ま
モ
ン
」
を

は
じ
め
、
「
馬
刺
し
」
や
「
か
ら
し
蓮

根
」
、
「
米
焼
酎
」
な
ど
の
熊
本
名
物

が
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
の
で
、
是
非
、

熊
本
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
熊
本
地
方
本
部
は
、

熊
本
駅
か
ら
２
駅
目
の
豊
肥
本
線
南
熊

本
駅
構
内
に
事
務
所
を
構
え
て
い
ま
す
。

「
何
か
あ
れ
ば
、
即
対
応
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
坂
本
和
哉
執
行
委
員
長
を
筆
頭
と

し
た
19
人
の
執
行
部
体
制
（
女
性
役
員

１
人
）
と
職
員
２
人
で
、
７
５
０
人
に

も
及
ぶ
組
合
員
の
世
話
役
活
動
を
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
20
番
目
の
「
政
令
指

定
都
市
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

「
新
制
」
熊
本
県
熊
本
市
は
、
２
０
１

６
年
現
在
で
人
口
約
74
万
人
の
都
市
と

し
て
賑
わ
い
、
近
隣
ア
ジ
ア
の
経
済
・

観
光
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

屋
根
瓦
の
崩
落
な
ど
被
災
し
た
熊
本
城

天
守
閣

地域の皆さんとの交流会で、都市部から移住した若い
世代の方々からも話を伺った

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
９
月
24
〜
25

日
に
か
け
て
、
山
梨
県
早
川
町

で
今
年
２
回
目
の
地
域
活
性
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。

　

早
川
町
で
の
地
域
活
性
化
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
21
世
紀
の
鉄
道
の
発
展
と

地
域
活
性
化
に
向
け
た
政
策
提

言
に
基
づ
き
９
年
前
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、
地
域
の
年
２
回

各
単
組
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

者
ら
と
Ｊ
Ｒ
連
合
役
職
員
19
人

が
耕
作
放
棄
地
の
草
刈
、
農
道

や
用
水
路
の
整
備
、
獣
害
防
止

電
気
柵
の
ツ
ル
切
り
な
ど
に
地

域
住
民
の
方
々
と
汗
を
流
し
、

交
流
を
図
っ
た
。

　

早
川
町
は
、
Ｊ
Ｒ
身
延
線
の

沿
線
か
ら
西
側
に
約
10
㎞
離
れ

た
山
あ
い
に
位
置
し
て
お
り
「

日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
と
も

称
さ
れ
、
古
く
は
金
山
な
ど
で

栄
え
た
が
、
近
年
は
過
疎
化
が

進
み
人
口
１
１
２
２
人
で
、
高

齢
化
率
50
％
の
限
界
集
落
と
な
っ

て
お
り
「
日
本
一
人
口
の
少
な

い
町
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
こ
の
間
、
同
町
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
上
流
文
化
圏

研
究
所
（
上
流
研
）
と
連
携
し
、

地
域
の
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
。

　

１
日
目
の
作
業
は
あ
い
に
く

の
雨
模
様
の
中
で
作
業
を
行
っ

た
が
、
２
日
目
は
秋
晴
れ
の
中

で
の
作
業
と
な
っ
た
。
耕
作
放

棄
地
対
策
の
一
環
と
し
て
始
め

た
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
よ
っ

て
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
乱
れ
、
里

山
の
の
ど
か
な
情
景
が
印
象
的

に
感
じ
た
。

　

ま
た
、
作
業
後
は
昼
食
を
兼

ね
た
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
会
を
開
催
、
地
元
で
取
れ

た
食
材
を
使
っ
た
料
理
な
ど
で

も
て
な
し
を
受
け
た
。
交
流
を

し
な
が
ら
限
界
集
落
が
抱
え
る

課
題
や
、
都
市
部
か
ら
移
住
し

て
き
た
若
い
世
代
の
方
々
の
お

話
を
伺
う
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
じ
た
地
域
の
方
々
と
の

交
流
は
、
地
域
公
共
交
通
を
担

う
私
達
に
と
っ
て
有
意
義
な
こ

と
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
後
も
早
川

町
で
の
活
動
を
継
続
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
の

現
状
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
地
域

の
方
々
と
の
交
流
を
一
層
図
っ

て
い
く
。

　

ま
た
、
１
日
目
の
作
業
終
了

後
、
早
川
町
内
で
Ｊ
Ｒ
各
単
組

か
ら
担
当
者
の
参
加
を
得
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者
会
議
を

開
催
し
、
今
年
度
の
取
り
組
み

を
確
認
、
議
論
し
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し

て
松
岡
会
長
は
熊
本
地
震
の
救

援
カ
ン
パ
や
支
援
に
た
く
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
、
被
災

組
合
員
へ
の
支
給
を
速
や
か
に

行
っ
て
い
く
と
挨
拶
し
た
。

　

議
事
で
は
、
「
富
士
山
の
森

づ
く
り
」
、
「
早
川
町
地
域
活

性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
、

ま
た
、
「
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
」
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
オ
イ
ス
カ
「
海
岸
林

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参

加
を
行
っ
て
い
く
こ
と
、
労
働

組
合
の
原
点
で
あ
る
相
互
扶
助

に
よ
る
組
合
員
・
家
族
も
含
め

た
幸
せ
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
で

Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
お
け
る
革
マ
ル
派
浸
透
を
言
及

民
主
化
闘
争 

４

す
。

　

４
月
に
発
生
し
た
「
平
成
28
年
熊
本

地
震
」
で
は
、
九
州
新
幹
線
の
脱
線
や

豊
肥
本
線
の
大
規
模
崩
落
が
発
生
す
る

一
方
、
観
光
資
源
で
あ
る
加
藤
清
正
で

有
名
な
「
熊
本
城
」
は
、
天
守
閣
の
鯱

が
落
下
、
多
く
の
屋
根
瓦
や
石
垣
も
崩

れ
落
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
肥
後
細
川
藩

綱
利
公
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
「
水
前
寺

成
趣
園
（
水
前
寺
公
園
）
」
は
一
時
、

池
の
水
が
干
上
が
る
な
ど
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
５
カ
月
が
経
過
し
た

今
も
な
お
余
震
は
続
き
、
体
感
す
る
も

の
で
２
１
０
０
回
を
超
え
て
い
ま
す
が
、

こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
集
う
多
く
の
組

特　集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
の
交
流

  

地
域
の
様
々
な
課
題
や
現
状
を
意
見
交
換

　

労
働
法
な
ど
の
知
識
を
問
う

「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
」
（
Ｗ

Ｒ
検
）
が
11
月
23
日
、
昨
年
同

様
全
国
12
会
場
で
行
わ
れ
る
。

９
月
１
日
か
ら
受
験
者
の
募
集

を
始
め
て
い
て
、
職
場
で
役
立

つ
法
律
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
連
合
で
つ
く
る

「
日
本
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
協

会
」
が
主
催
。

　

試
験
科
目
は
、
働
く
上
で
の

初
歩
的
な
知
識
を
扱
う
「
初
級
」

コ
ー
ス
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式

で
20
問
が
出
題
さ
れ
、
70
％
以

上
の
正
解
で
合
格
と
な
る
。

　

「
自
分
を
守
る
、
仲
間
を
守

る
！
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く

ろ
う
！
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
掲
げ
、
正
社
員
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
は
じ
め
、
管
理

職
の
方
な
ど
幅
広
く
働
く
人
た

ち
に
受
験
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

申
し
込
み
は
「
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
検
定
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」

（h
ttp
://w

o
rk
ru
le-

kentei.jp/

）
か
ら
。

　
Ｊ
Ｒ
へ
の
革
マ
ル
派
浸
透
問

題
が
本
格
的
に
顕
在
化
し
た
の

は
１
９
９
９
年
以
降
で
あ
る
。

公
安
調
査
庁
は
、
同
年
１
月
発

行
の
年
次
報
告
書
「
内
外
情
勢

の
回
顧
と
展
望
」
に
お
い
て
初

却
し
た
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し

て
お
り
ま
し
た
。
過
去
に
も
い

ろ
ん
な
噂
話
は
入
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営

に
対
し
て
協
力
を
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

「
ま
さ
か
」
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
公
安
調
査
庁

が
こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
書
か

れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
な

り
の
確
信
・
確
証
が
あ
っ
た
う

え
で
の
話
と
思
っ
て
お
り
ま
す

し
、
一
言
で
言
え
ば
、
大
変
残

念
だ
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

◆

　

ま
た
、
同
年
、
警
察
庁
も

「
過
激
派
集
団
革
マ
ル
派
〜
見

え
て
き
た
そ
の
正
体
〜
」
と
題

す
る
広
報
誌
「
焦
点
（
２
５
８

号
）
」
を
発
行
し
、
Ｊ
Ｒ
へ
の

革
マ
ル
派
の
浸
透
に
対
し
て
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

方
針
が
あ
り
ま
す
か
？

〈
運
輸
事
務
次
官
〉

　

中
に
は
「
労
働
運
動
の
分
野

で
は
」
と
い
う
こ
と
で
書
い
て

あ
っ
て
「
最
大
の
牙
城
、
要
す

る
に
革
マ
ル
の
最
大
牙
城
と
い

わ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
お

い
て
、
昨
年
夏
に
開
催
さ
れ
た

定
期
大
会
等
で
、
革
マ
ル
派
系

の
労
働
者
が
多
数
組
合
執
行
部

役
員
に
就
任
す
る
な
ど
、
同
労

組
へ
の
浸
透
が
一
段
と
進
ん
で

い
る
こ
と
を
印
象
づ
け
た
」
と

い
う
表
現
が
あ
り
ま
し
た
。
今

ま
で
、
こ
の
種
の
問
題
で
「
Ｊ

Ｒ
東
労
組
」
と
い
う
固
有
名
詞

が
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、

初
め
て
出
た
わ
け
で
す
。
私
ど

も
と
し
ま
し
て
は
、
国
鉄
改
革

時
の
と
き
に
賛
成
を
さ
れ
た
わ

け
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
段
階

で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
か
ら
脱

輸
省
定
例
記
者
会
見
で
当
時
の

運
輸
事
務
次
官
が
会
見
の
中
で

記
者
と
次
の
よ
う
な
や
り
取
り

を
行
っ
た
。

〈
記
者
〉

　

公
安
調
査
庁
の
「
内
外
情
勢

の
回
顧
と
展
望
」
と
い
う
の
に
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
革
マ
ル
が
浸
透

し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
記
述

が
今
回
な
さ
れ
て
い
る
が
、
運

輸
省
と
し
て
感
想
成
り
、
対
処

労
働
分
野
で
は
、
最
大
の
牙
城

と
い
わ
れ
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
お

い
て
、
昨
年
夏
開
催
の
同
労
組

中
央
本
部
、
地
本
定
期
大
会

で
、同
派
（
革
マ
ル
派
）
系
労

働
者
多
数
が
執
行
部
役
員
に
就

任
す
る
な
ど
、
同
労
組
へ
の
浸

透
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
こ
と

を
印
象
づ
け
た

　

こ
れ
を
受
け
て
、
１
９
９
９

年
1
月
に
行
わ
れ
た
当
時
の
運

め
て
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
」
に
お
け

る
革
マ
ル
派
の
浸
透
に
言
及
し
た
。

◆

　

公
安
調
査
庁
の
同
年
１
月

発
行
の
年
次
報
告
書「
内
外
情

勢
の
回
顧
と
展
望
」の
記
述
内
容

 

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
（
初
級
）

    

全
国
各
地
で
試
験
実
施

早
川
町

ボ
ラ
ン
ティ
ア

の「
郷
役

（
ご
う

や
く
）」

と
言
わ

れ
る
村

の
共
同

作
業
日

に
併
せ

て
、
６

月
と
９

月
に
実

施
し
て

い
る
。

今
回
は
、


